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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　 　

岩 村

　
和 政

天 文 担 当 学 芸 員
　
山 陽 新 幹 線 は ト ン ネ ル が

多 い と い う イ メ ー ジ の と おり 、 １ ４ ２ 箇 所 も あ り ます 。 長 大 な ト ン ネ ル が 多 く新 関 門 ト ン ネ ル は 全 長

1 8・

７ １ ３ ㌔ メ ー ト ル で 、 土 質が 弱 く 工 事 が 難 航 し ま した 。 山 陽 新 幹 線 建 設 の 三 大

　
大 陸 に 向 か う 旅 客 や 貨 物

が 増 え 続 け た １ ９ ３ ０ 年 代に 東 京 〜 下 関 間 を 短 時 間 で結 ぶ 鉄 道 が 計 画 さ れ ま し たが 、 戦 争 の た め 中 止 と な りま し た 。 戦 後 の 経 済 復 興 とと も に 現 在 の 新 幹 線 が 計 画さ れ 、

7 5年 ３ 月

1 0日 に 山 陽

新 幹 線 が 全 線 開 業 し 、 東 京〜 博 多 間 を 結 ぶ 日 本 の 大 動脈 が う ま れ ま し た 。 今 年は 、 開 業 か ら

5 0年 の 記 念 す

べ き 年 に な り ま す 。 山 陽 新 幹 線 の は じ ま り

2 6 7

難 工 事 の 一 つ と 言 わ れ て いま す 。　
山 口 博 物 館 で は 、 ７ 月

1 8

日 よ り 特 別 展 「 山 陽 新 幹 線
5 0年 展 」 を 開 催 し ま す 。 新

関 門 ト ン ネ ル の 海 底 部 が つな が っ た 際 の 貫 通 石 を は じめ 、 山 陽 新 幹 線 の こ れ ま での 歴 史 や 歴 代 の 新 幹 線 電 車を 紹 介 し ま す の で 、 ぜ ひ ご覧 く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

1 9 7 3. 5. 1 新 関 門 ト ン ネ ル 導 海
底 部 坑 貫 通 式

仙 人

っ て い た 。 大 人 に な っ た ら 、 好 き 嫌 いな く 何 で も 食 べ ら れ る よ う に な る と 信じ て い た 。 大 人 に な っ た ら 、 注 射 で も手 術 で も 平 気 で 受 け ら れ る よ う に なる 。 大 人 に な っ た ら 、 悩 み 事 な ど ない 、 何 事 に も 対 処 で き る 力 が 備 わ る と思 っ て い た 。 大 人 に な っ た ら ・ ・ ・ 。　
自 分 が 大 人 に な っ た ら 全 部 で き な か

っ た 。　
後 期 高 齢 者 に な っ た ら 、 山 中 に 住 み

暮 ら す 仙 人 の よ う に 、 無 欲 で 心 静 かに 、 慈 愛 の 目 を 持 つ 人 間 に な れ る も のだ と 思 っ て い た 。 歳 を と れ ば 自 然 に 枯

　
私 は 子 供 の 頃 、 大 人 に な

っ た ら 、 誰 で も き れ い な 文字 が 書 け る よ う に な る と 思

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 山 口 衛 星 通 信 所

れ て 、 そ ん な ふ う に な る も の だ と 疑わ な か っ た 。 私 の 暮 ら し た 山 奥 の 村の 老 人 た ち は 、 白 髪 や 禿 頭 で 、 農 作業 で 曲 が っ た 腰 を 縁 側 の 椅 子 に 沈め 、 ニ コ ニ コ 笑 っ て 日 が な 一 日 、 空を 見 て い た 。 仙 人 で あ っ た 。 彼 ら を見 て い る と 年 取 る こ と に 安 心 で きた 。　
私 は す で に 後 期 高 齢 者 で あ る が 、

仙 人 に は な れ て い な い 。　
赤 い ス カ ー ト も 穿 く し 、 不 満 も 言

う 。 腹 八 分 目 が な か な か 実 行 で き ず食 べ 過 ぎ る 。 無 欲 で は な い 。 年 金 の話 も よ く す る 。 い ら ぬ こ と も し ゃ べる し 、 声 も 大 き い 。 精 神 は 今 だ 揺 れ動 く 思 春 期 の 中 学 生 だ 。　
仙 人 は 私 の 理 想 で あ る 。 早 く な ら

な け れ ば 、 な れ そ う に な い ・ ・ ・ 。

必 要 だ 。 ど ち ら も 聴 講 は無 料 。　
山 口 会 場 と 松 山 市 の 愛

媛 会 場 を オ ン ラ イ ン で 結び 、 研 究 者 ４ 人 が 、 そ れぞ れ 自 身 の 研 究 の 一 部 を紹 介 す る 。　
最 初 に 「 宇 宙 の 夜 明 け

を 見 に い こ う

－

最 初 の 星

と 銀 河 の 誕 生 を 探 る 最 前線 」 の 演 題 で 、 伊 東 拓 実さ ん （ 熊 本 大 博 士 後 期 課程 ） が 講 演 。  「 ビ ッ グ バン 」 か ら １ 〜 ３ 億 年 後 の宇 宙 初 期 の 天 体 に 関 す る最 新 の 観 測 成 果 や 、 今 後の 進 展 に つ い て 話 す 。　
続 い て 、 多 様 な 惑 星 の

誕 生 に つ い て コ ン ピ ュ ータ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で研 究 を 進 め て い る 芝 池 諭人 さ ん （ 鹿 児 島 大 特 任 助教 ） が 「 最 新 の 望 遠 鏡 とシ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 、 惑星 誕 生 の 謎 に 迫 る ！ 」 の演 題 で 講 演 す る 。　
次 に 、 山 口 大 卒 業 後 に

大 阪 大 大 学 院 に 通 い 、 本年 度 か ら 愛 媛 大 の 特 定 研究 員 に な っ た 善 本 真 梨 那

さ ん が 「 Ｘ 線 で 探 る 宇 宙の 降 着 天 体 」 に つ い て 講

演 。 ブ ラ ッ ク ホ ー ル は 光も 吸 い 込 ん で し ま う 天 体だ が 、 実 際 の 宇 宙 で は 明る く 輝 く 天 体 と し て 見 つか る 。 そ れ は 、 ガ ス が 引き 寄 せ ら れ て 落 ち て い くこ と （ 降 着 ） に よ っ て 、強 烈 な 光 が 放 出 さ れ る から 。 エ ッ ク ス 線 宇 宙 望 遠鏡 「 Ｘ Ｒ Ｉ Ｓ Ｍ （ ク リ ズム ）  」 に よ る 研 究 成 果 など を 紹 介 す る 。　
そ し て 、 山 口 大 時 間 学

研 究 所 の 藤 澤 健 太 教 授 は
「 過 去 と 未 来 と わ た し た

ち 」 の タ イ ト ル で 、  「 宇宙 と い う 大 き な 時 間 と 空間 の 中 に わ れ わ れ は 存 在し て い る 」 と い う こ と をわ か り や す く 伝 え る 。 月刊 誌 「 た く さ ん の ふ しぎ 」  （ 福 音 館 書 店 ） ２ ０２ ３ 年 ４ 月 号 に 掲 載 さ れた 藤 澤 さ ん に よ る 同 名 の絵 本 （ イ ラ ス ト

：

佐 々 木

ら ４ 時 ま で 開 か れ る 。 山口 会 場 は Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 山 口 衛星 通 信 所 パ ラ ボ ラ 館 （ 山口 市 仁 保 中 郷 ） で 、 事 前申 し 込 み は 不 要 。 オ ン ライ ン で の 受 講 の み 、 き ょう ２ 日 ま で の 申 し 込 み が

　

山 口

大 ・ 愛 媛大 ・ 熊 本大 ・ 鹿 児島 大 の 全国 ４ 国 立大 学 が 合同 で 開 催す る 講 演会 「 宇 宙へ の 招待 」 が 、５日
（ 土 ）  午 後

１ 時 半 か

山 口 会 場 は 山 口 衛 星 通 信 所

山 口 大 な ど ４ 大 学 が 「 宇 宙 へ の 招 待 」
５ 日

マ キ ） の 朗 読 で 、  「 本 格的 な 天 文 学 の 講 演 の 後に 、 気 軽 な 気 持 ち で 聞 いて も ら え た ら 」 と 藤 澤 さん （
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）  。

　
オ ン ラ イ ン 受 講 の 申 し

込 み は 、 応 募 フ ォ ー ム

応  募  フ ォ ー  ム

（ 二 次 元コ ー ド から ） で 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

須 川 展 也 さ ん

　 「 県を 代 表す る 大学 吹 奏楽 団 の響 演 」を サ ブタ イ トル に 、創 部

2 1

年 の 山口 県 立大 吹 奏楽 団 ＢＬ Ａ Ｚ

Ｅ と 創 部

3 2年 の 山 口 大 文

化 会 吹 奏 楽 部 に よ る 「 第２ 回 ジ ョ イ ン ト コ ン サ ート 」 が 、 ６ 日  （ 日 ）  午 後 ２時 か ら 、 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ 、

☎
０ ８

３

－

９ ２ ３

－

１ ０ ０ ０ ）

で 開 か れ る 。　
同 館 の 松 田 和 寛 副 館 長

が 、 Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ の 指 導 者で あ り 山 口 大 吹 奏 楽 部 の音 楽 監 督 を 務 め て い る こと か ら 、 昨 年 初 開 催 。 ２回 目 と な る 今 回 は 、 総 勢約 １ ４ ０ 人 が 出 演 す る 。ゲ ス ト は 、 世 界 を 代 表 する サ ク ソ フ ォ ン 奏 者 の 須川 展 也 さ ん （

6 3）  。

　
第 １ 部 は 「 ク ラ シ ッ ク

ス テ ー ジ 」  。

2 5年 の 全 日

本 吹 奏 楽 コ ン ク ー ル の 課題 曲 な ど 、 両 楽 団 の 〝 メイ ン 曲 〞 が 演 奏 さ れ る 。　
第 ２ 部 は 「 須 川 展 也 ス

テ ー ジ 」  。 両 楽 団 は バ ック に 回 り 、 須 川 さ ん に よる 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の パフ ォ ー マ ン ス が 披 露 。

　
第 ３ 部 は 「 ポ ピ ュ ラ ー

ス テ ー ジ 」  。 聞 き な じ みの あ る ポ ッ プ ス の 数 々が 、 若 さ あ ふ れ る 演 奏 で届 け ら れ る 。 踊 り な ど
「 楽 し い 演 出 」 も 用 意 さ

れ る 。　
当 日 は 、 キ ッ チ ン カ ー

３ 台 が 出 店 し 、 開 館 （ 午後 １ 時 ） 前 か ら 軽 食 ・ 飲み 物 ・ デ ザ ー ト も 楽 し める 。　
前 売 り 券 は 、 一 般 １ ２

０ ０ 円 で 学 生 ８ ０ ０ 円 。同 館 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 コ ン ビニ 端 末 な ど で 購 入 で きる 。 当 日 券 は 、 一 般 １ ５０ ０ 円 で 学 生 １ ０ ０ ０円 。 未 就 学 児 は 入 場 不可 。

次 回 は 7 月 9 日 掲 載

︻ わ か り や す く 、 発 声 と日 本 歌 曲 ・ イ タ リ ア 歌 曲を 練 習 し て み ま せ ん か ︼わ か り や す く 、 発 声 と 日本 歌 曲 ・ イ タ リ ア 歌 曲 を教 え て い ま す 。 レ ッ ス ン１ 回 （ １ 時 間 ） ２ ０ ０ ０円 、 曜 日 ・ 時 間 は 応 相 談　
興 味 の あ る 方 は 、 下 記

電 話 番 号 に ご 連 絡 く だ さい 。 ０ ９ ０

－

７ ３ ８ １

－

８ ４ ３ ９

　
三 吉 ま で 。

学
　 　

ぶ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~ ８ 日  （ 火 ）  :

イ

ン テ リ ア 館 ミ ュ ゼ ア ン ティ ー ク 蚤 の 市 、

~ ８ 月 ７

日  （ 木 ）  :

お 中 元 ギ フ ト セ

ン タ ー

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

7日  （ 月 ）  :

有 名 作

家 絵 画 ・ 版 画 特 別 販 売

須 川 展 也 さ ん を ゲ ス ト に “ 響 演 ”

県 を 代 表 す る Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ と 山 口 大 吹 奏 楽 部
６ 日

　
湯 田 温 泉 の 防 長 苑 で 、 恒 例 の サ

マ ー バ イ キ ン グ 「 生 ビ ー ル ま つり 」 が 開 催 さ れ る 。 期 間 は ８ 月 ７日  （ 木 ）  か ら

3 1日  （ 日 ）  ま で で 、

1 2日

（ 火 ）  、

1 8日  （ 月 ）  、

2 5日  （ 月 ）  は 休

み 。 全 席 予 約 制 で 、 現 在 好 評 受 付中 だ 。　
ブ ッ フ ェ ス タ イ ル ＆ フ リ ー ド リ

ン ク で 、 和 ・ 洋 ・ 中 各 種 料 理 が 約
5 0種 類 堪 能 で き る 。 ビ ー ル は サ ン

ト リ ー 生 ビ ー ル 。 他 に ハ イ ボ ール 、 焼 酎 、 ソ フ ト ド リ ン ク な ど 各種 取 り 揃 え て い る 。 時 間 は 午 後 ６時 か ら ８ 時

4 5分 （ オ ー ダ ー ス ト ッ

プ ８ 時 半 ） ま で 。 料 金 は 大 人 ６ 千円 （ 子 ど も 料 金 も あ り ）  。 飲 食 後 の

宿 泊

 （ 朝 食 付 き ） は 、

６ ５ ０ ０ 円 （ ツ イ ン ・和 室 の お 一 人 様 利 用 は１ 千 円 加 算 ） の 優 待 料金 で 利 用 で き る 。 予約 ・ 問 い 合 わ せ は （

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

３ ５

５ ５ ） へ 。

毎 年 恒 例 ！！ サ マ ー バ イ キ ン グ

防 長 苑 で 生 ビ ー ル ま つ り

８ 月 ７ 日 ～
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第

6 3回

通 常 総 代 会 を 開 催 し ま し た

　
６ 月

1 7日 、 第

6 3回 通 常 総 代 会

が Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル （ 山 口市 ） に て 開 催 さ れ ま し た 。 通 常総 代 会 は 、 組 合 員 の 代 表 で あ る総 代 が 参 加 し 、 コ ー プ や ま ぐ ちの 年 度 方 針 な ど 重 要 事 項 を 決 める 最 高 議 決 機 関 で す 。　
総 代 ４ ９ ９ 名 中 ４ ９ １ 名 が 出

席 （ 書 面 議 決 ２ ７ ５ 名 、 実 出 席２ １ ６ 名 、 委 任 状 ０ 名 ） し 、 ２０ ２ ４ 年 度 事 業 報 告 ・ 決 算 報告 ・ 剰 余 金 処 分 案 承 認 の 件 、 監査 報 告 、

2 5年 度 計 画 ・ 収 支 予 算

承 認 の 件 な ど す べ て の 議 案 が 可決 ・ 承 認 さ れ ま し た 。　
今 後 も 組 合 員 の 皆 さ ま と 職 員

と が 力 を 合 わ せ 、 様 々 な く ら しの お 役 立 ち を め ざ し て ま い り ます 。

① 宅 配 事 業 は 、 利 用 人 数 で 苦 戦 し 、 供 給 高 は 予 算 を や や 下 回 り ま し たが 、 経 費 を 抑 制 に よ り 、 経 常 剰 余 金 は 予 算 を 達 成 し ま し た 。② 店 舗 事 業 は 、 新 下 関 店 改 装 や い ず み 店 の グ ラ ン ド オ ー プ ン の 効 果 もあ り 、 供 給 高 が 大 き く 伸 長 し ま し た 。 長 年 に わ た る 店 舗 事 業 改 革 に より 、 念 願 の 経 営 黒 字 を 達 成 し ま し た 。③ 買 物 支 援 事 業 は 、 人 員 不 足 に よ り 既 存 車 両 を 充 分 に 稼 働 で き ず 苦 戦し ま し た が 、 利 用 高 の ア ッ プ に よ り 前 年 の 供 給 高 を 維 持 し ま し た 。　
な お 、 組 合 員 全 員 へ の 出 資 配 当 率 は ０ ・ ３ ％ で す 。

　
ま た 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 は 引 き 続 き 利 用 増 に よ り 、 宅 配 事 業 で は 計 画 を

超 え る 剰 余 金 を 残 す こ と が で き た こ と か ら 、

2 4年 度 宅 配 事 業 の 利 用 額

に 対 し 、 ０ ・ ５ ％ の 利 用 分 量 割 戻 を 行 い ま す （ ※ ）  。　
出 資 配 当 金 と 利 用 分 量 割 戻 金 は 、 通 常 総 代 会 当 日 に 在 籍 さ れ た 組 合

員 個 人 の 出 資 金 に 自 動 的 に 振 り 替 え る こ と を 基 本 と さ せ て い た だ き ます 。※ 店 舗 事 業 の 利 用 高 へ の 利 用 分 量 割 戻 は 、 期 中 で ０ ・ ５ ％ の ポ イ ン ト還 元 を 行 っ て い る こ と か ら 行 い ま せ ん 。 ・ 組 合 員 数

2 2万 ３ ２ ６ ５ 人 （ 前 年 比 １ ０ ０ ・ ９ ％ ）

・ 出 資 金

:

9 3億 ７ ０ ０ ０ 万 円 （ 前 年 ＋ １ ・ ５ 億 円 ）

・ 供 給 高

:
２ ４ ６ 億 ８ ０ ０ ０ 万 円 （ 前 年 比 １ ０ ３ ・ ７ ％ ）

・ 経 常 剰 余 金

:
６ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 （ 前 年 比

9 2・ ５ ％ ）

 ２ ０  ２ ４ 年 度 事 業 報 告 の 概 要

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


